
チーム Jの一年 

 「知恵と力を合わせるチーム J」を合言葉に、子供たちと過ごしてきた一年が終わろうと

しています。一人一人の子供の姿やチームとしての姿を具体的に思い描いていたわけではあ

りません。言わば、「心の拠りどころ」「互いの心をつなぐ言葉」として提案しました。チ

ームになれているかどうかは、各自の判断に任されていると考えます。 

 

◆チームになったなと感じた縄跳び大会 

今月２日の長休み、体育館で色団対抗縄跳び（８の字跳び）大会のファイナル、高学年の

部が行われました。団の勝利を目指して力を合わせて跳ぶ５・６年生。４年生を筆頭に大き

な声で声援する下級生。勝利の喜びを「勝どきコールで」表現する子、それぞれのがんばり

を拍手で称える子。体育館はチーム J の仲間の歓声と熱気にあふれ、みんなの心がひとつに

なったような、特別な雰囲気となりました。素敵なチームになったなと感じたひと時でした。 

 

◆チームリーダーの６年生に感謝 

先日卒業した 62名の６年生は、その時その時の状況に合わせた活動や更なる高みを目指

す活動を企画運営してきました。創意を生かした応援合戦や「勝どきコール」を取り入れた

新しいスタイルの運動会。「３つの自慢」を広めようと取り組んだ児童集会や朝のあいさつ

運動。自己記録への挑戦や他学年との競い合いの場となった持久走イベント等々。下級生を

優しく包み込みながら、それでいて力強く導く６年生が頼もしく感じられました。チームリ

ーダーを務めた６年生に感謝の気持ちでいっぱいです。下級生も同じ気持ちのはず。「卒業

おめでとう集会」の各学年の出し物は、「６年生のみなさん、ありがとう」の気持ちにあふ

れていました。チーム Jの仲間が、みなさんの活躍を期待しています。信じています。 

 

この一年間、保護者、家庭、地域の皆さまには、様々な面でご理解とお力添えをいただき

ました。ありがとうございました。もうすぐ、新入生と保護者、本校勤務となる教職員を迎

え、新たなチームＪが結成されます。メンバー全員が心をひとつにし、更なる一歩を歩みだ

したいと思います。                             （犀川） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校だより 

                                     南砺市立城端小学校 

                                      令和５年３月２５日 

＜令和５年４月の主な行事予定＞          １７日（月） 避難訓練（火災）・BFC 入隊式 
６日（木） 新任式・始業式          １８日（火） 全国学力・学習状況調査（６年生） 
７日（金） 入学式              ２０日（木） 学校集金・２年生図書館見学 

１０日（月） 給食開始・地区児童会・集団下校  ２２日（土） 学習参観 
       桜見学（４年生）                PTA総会・学年懇談会・月曜日課 
１１日（火） クラブ活動・さわやかデー     ２４日（月） 振替休業日 
       身体・視力測定          ２６日（水） バス集会・ひだまりくらぶスタート 
１２日（水） 委員会・県学力調査（国語・理科） ２７日（木） 入学おめでとう集会 
       身体・視力測定                 見守り隊対面式 
       低学年防犯・交通安全教室     ＜令和５年度の主な行事予定＞ 
１３日（木） 県学力調査（算数・社会）      ５月２０日（土） 運動会 

       身体視力測定           １０月１５日（日） 学習発表会 
１４日（金） 集団登校 
       ４年生ギフチョウ放蝶会           
        
 
        
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育活動から 

３月３日（金）に、６年生に今までの感謝を伝える『卒業おめでとう集会』を行いました。 

 ３月１７日（金）に、令和４年度卒業証書授与式を行いました。厳かな雰囲気の中、６年生

は立派な姿で旅立ちました。 

子供たちの自主性を生かして 

３月３日（金）に、全校のみんなで体育館に集まり、今年度最後の児童集会である「卒業おめで

とう集会」を行いました。１～５年生の子供たちは、「６年生に感謝の思いを伝えたい！」「６年生

に楽しんでもらいたい！」と意気込み、工夫を凝らした出し物を行いました。１年生は、流行りの

きつねダンスを元気な掛け声を取り入れながら踊りました。２年生は、歌「あのね、のねずみは」

の振り付けをグループごとに考え、披露しました。３年生は、４月から大切に育てたギフチョウの

フンで染めた布を使って、手作りのしおりをプレゼントしました。４年生は、隊形を工夫して迫力

満点の「じゃんとこいむぎや」を披露しました。５年生は、６年生にまつわるクイズとインタビュ

ーを行い、会場を盛り上げました。６年生の卒業をみんなで祝う素敵な集会になりました。 

 今年度も、子供たちの自主性を生かし、知恵と力を合わせて児童会活動を進めることができまし

た。来年度も子供たちの「〇〇したい！」という前向きな思いを大切に、よりよい児童会活動がで

きるように見守っていきたいと思います。           児童会担当    石塚 千里 

 

ぽかぽかコラム 

―「思い出を作る・感謝を届ける」卒業プロジェクトの取組から― 

先日「先生ありがとう集会」では、教職員と笑顔でジェスチャーゲームに興じ、感謝の思いを手

紙で伝えました。教職員からのサプライズで歌のプレゼントがあり、３年ぶりの開催を楽しみまし

た。 

この教職員の集会だけではなく、卒業プロジェクトとして在校生との集会や感謝の掃除、アルバ

ム作りなど、自分たちが企画し実行する活動を１１月から行ってきました。各プロジェクトが進む

につれ、企画の甘さから活動が進まず、活動が停滞することがありましたが、もう一度企画を見直

し、何とか協力して実行に結び付けた子供たちの姿から成長を感じました。 

中学校でも、さらに成長する姿を期待したいと思います。    ６年生担任   山下 透 

 


